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令和5（2023）年1月20日発行

EA２１環境経営レポート

た ち 建 設 株 式 会 社

認証番号0007534



1．

2．

① 電気使用量や燃料の削減に努め、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

②
発生する廃棄物は分別リサイクルを推進し、適正に管理処理し全体廃棄物量を削減
していきます。

③ 節水に努め使用量を減らすと共に、排水による汚濁・汚染を防止します。

④ 環境負荷の低減に配慮した事業活動を積極的に展開していきます。

⑤ 環境教育を推進し地域環境保全活動及び交流を積極的に行います。

⑥ 太陽光発電事業において、発電能力の最大化に努めていきます。

3．

制定日：2010年10月21日
改定日：2020年 1月20日

た ち 建 設 株 式 会 社

代表取締役　　猪飼　英男

　環境経営理念にもとづき事業活動を推進し、環境負荷の低減に積極的に取り組みます。
当社の事業活動は、地球温暖化、自然生態系、資源等に影響を及ぼす産業であることを認識
し、循環型社会の実現、環境との調和に寄与します。

環境関連法規等を遵守します。

当社は、次の環境経営活動を計画的に取組み実施します。

この環境経営方針は全社員に周知し意識の徹底を図ります。

環境経営方針

環境経営方針

環境経営理念

　たち建設株式会社は、生き物全ての根源である地球環境の保全が、重要使命であると認識
し、環境に配慮した事業活動から豊かな社会資本を創造します。
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5

西野

作成日 2023年1月20日

EA2１実施体制組織図
作成者 奥村　忠宏

代表取締役社長

猪飼　英男

環境管理責任者

奥村　忠宏

ＥＡ２１事務局

担　　当 内　　　　　　容

産業廃棄物処理

信楽工場

5

（合計63名）

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境経営方針の下、環境経
営目標の達成に向けて、環境活動計画に基づき、一致協力して環境取組を行う。

役割、責任及び権限一覧

営業部 建設本部 丸塚工場 本社

9 30 13

代表取締役

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③環境管理責任者を任命する。

④環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直しを実施する。

環境管理
責 任 者

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

④環境経営方針及び自己チェック等に基づき環境経営目標を設定し、作成された環境経営計画を確認し
承認する。

⑤環境経営活動の取組状況を確認し、環境経営目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑦環境経営活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

各部門長及び
工事現場代理人

①責任範囲の環境経営目標及び環境経営計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

ＥＡ２１事務局

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ報告する。

④環境経営計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

2



本　 社 〒520-3017 　　　滋賀県栗東市六地蔵1103-2

営業部 〒520-3017 　　　滋賀県栗東市六地蔵70-9

丸塚工場 〒520-3017　　　 滋賀県栗東市六地蔵70-9

（産廃含む）

信楽工場 〒529-1813 　　　滋賀県甲賀市信楽町畑332-1

建設本部 〒520-3017 　　　滋賀県栗東市六地蔵70-9

太陽光発電所

（八王子） 〒520-3005 　　　滋賀県栗東市御園八王子1-1

（六地蔵） 〒520-3017 　　　滋賀県栗東市六地蔵丸塚70-2

（信　 楽） 〒529-1851 　　　滋賀県甲賀市信楽町長野字窯ケ谷1401

（荒張第１） 〒520-3005 　　　滋賀県栗東市荒張字狸岩210番4

（荒張第２） 〒520-3005 　　　滋賀県栗東市荒張字若林２１０－１他

奥村　忠宏

本社 〒520-3017 滋賀県栗東市六地蔵1103-2

電話番号 077-552-0767 FAX番号

E-mail soumubu@tachi-kk.co.jp

事務局 西野　亜希

本社 〒520-3017 滋賀県栗東市六地蔵1103-2

電話番号 077-552-0767 FAX番号 077-553-3761

E-mail kitamura@tachi-kk.co.jp

１　組織の概要

077-553-3761

TEL 077-553-5168 FAX 077-553-3752

TEL 077-553-2551 FAX 077-553-2522

TEL 0748-82-2514 FAX 0748-82-3409

環境管理責任者　

TEL 077-553-2561 FAX 077-553-1628

１）事業者名及び代表者名

TEL 077-552-0767 FAX 077-553-3761

たち建設株式会社

代表取締役  　猪 飼　英 男

連絡先：

連絡先：

３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）

２）所在地
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４）事業活動の内容（認証・登録範囲）

ⅰ 総合建設業

許可年月日　　令和３年９月２日

有効期限　　　 令和３年９月２０日～令和８年９月１９日

ⅱ 採石業

許可年月日　 　昭和５８年６月３０日　　　

有効期限　　　　昭和５８年６月３０日～

ⅲ

許可年月日　　令和２年９月２９日

有効期限　 　　令和２年９月２９日～令和7年９月２８日

運搬品目　　　 工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリートの破片　 

                    その他これに類する不要物/廃プラスチック類/紙くず/木くず/

 　　　　　　　　　繊維くず/ゴムくず/金属くず/ガラスくず、コンクリートくず（工作物の

　　　　　　　　　　新築又は除去に伴って生じたものを除く）及び陶磁器くず（以上８項目）

事業の区分　  積替えを含まない収集運搬業（積替えのための保管を除く収集運搬）

運搬車両形式　  １０ｔﾀﾞﾝﾌﾟ　　１９台　（最大積載量  ５ｍ3）　キャブオーバ　３台

　　　　　　　　　　　４ｔダンプ １台　　　　　２ｔダンプ ３台　　　　　　　　（計２６台）

運搬品目　　　    工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリートの破片　 

                       その他これに類する不要物/廃プラスチック類/紙くず/木くず/

　　　　　　　　　　　繊維くず/ゴムくず/金属くず/ガラスくず、コンクリートくず（工作物の

　　　　　　　　　　　新築又は除去に伴って生じたものを除く）及び陶磁器くず（以上８項目）

収集運搬業者

　塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、建具工事業

産業廃棄物処理工程図

建設業の種類

採石製造販売（滋賀県採石業登録第２２７号）

　土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業

　鋼構造物工事業、鉄筋工事業、舗装工事業、浚渫工事業

　水道施設工事業、解体工事業

産業廃棄物収集運搬車

産業廃棄物収集運搬業 （許可番号　滋賀県 第２５０００３４３４７号）

滋賀県知事許可（特ー３）第２１３５２号

受入・保管 破砕・選別

混合廃棄物鉄くず

製品保管 売却

がれき類

回収金属 最終処分場
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ⅳ

許可年月日　　平成２８年３月３１日

有効期限 　　　平成２８年３月３１日～平成３５年３月３０日

ＴＥＬ

ＴＥＬ

　滋賀県栗東市六地蔵字丸塚７０番地９

　１，２００ｔ／日

　８ ｈ／日（８時～１７時）

　破砕機（圧縮式破砕機）

　平成１３年２月１日

　1984/8/1

・ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に

　伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず

・工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリートの破片

　その他これに類する不要物

　処理方式

許可年月日

許可番号

　環境保全対策

　設置年月日

　設置場所

　処理能力

　稼働時間

品　　　目

　第９３０１８号

・破砕施設

産業廃棄物関係（中間処理）

　施設の種類

中間処理施設

代表取締役

　取締役

　取締役

　取締役

　取締役

　取締役

　取締役

　取締役

　監査役

役　　員　　等

　たち建設株式会社

滋賀県栗東市六地蔵１１０３番地２

・敷地境界にて騒音、振動の測定を必要に応じて行い、騒音、振動の

　低減に努める

滋賀県栗東市六地蔵７０番９

077-553-2551

商　　　　　 号

　品　　　目

（許可番号　滋賀県 第２５２００３４３４７号）産業廃棄物処分業

　取締役 桐畑　絵里

077-552-0767

昭和47年1月21日

　6,000万円

所　　在　　地

創　　 　　　立

　取締役 奥村　忠宏

資　　本　　金

代　　表　　者

・ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを
除く）及び陶磁器くず

・工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリートの破片その他これに類
する不要物

奥村　治

菱田　由紀子

東出　康彦

佐伯　賢司

本社

丸塚事務所

猪飼　英男

横川　孝博

舘　 　誠治

旭　 　吉蔵

安永　武美
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ⅴ

（八王子） 太陽光発電設備　発電出力（７５０.０ｋW）

（六地蔵） 太陽光発電設備　発電出力（９９０.０ｋW）

（信 　楽） 太陽光発電設備　発電出力（９９０.０ｋW）

（荒張第１） 太陽光発電設備　発電出力（３５６.７ｋW）

（荒張第２） 太陽光発電設備　発電出力（１２９５.４ｋW）

５）事業の規模

2017.10～ 2018.10～ 2019.10～ 2020.10～ 2021.10～
2018.9 2019.9 2020.9 2021.9 2022.9

４７期 ４８期 ４９期 ５０期 ５1期

2,509 3,396 3,543 4,183 4,617

141 148 86 87 89

174,078 187,981 277,141 208,211 193,975

57 59 56 58 63

本社 営業 建設 丸塚工場 信楽工場
八王子
発電所

六地蔵
発電所

信楽
発電所

荒張第１
荒張第２ 合　　計

334 130 343 113 370 - - - - 1,290

- - - 120,000 205,000 - - - - 325,000

65 0 583 260 - - - - - 908

1,168 0 0 3,400 - - - - - 4,568

4,502

18,090

5 8 29 13 4 本社 本社 本社 本社 59

5 8 29 13 4 本社 本社 本社 本社 59

2017.10～ 2018.10～ 2019.10～ 2020.10～ 2021.10～
2018.9 2019.9 2020.9 2021.9 2022.9

４７期 ４８期 ４９期 ５０期 ５1期

Kg-CO2 961,023 953,339 1,094,574 1,029,287 1,205,845

ｔ 4,014.94 13,260.68 5,563.13 2,215.15 2,093.00

㎥ 680 695 744 1058 705

※当社の事業年度は、9月21日～翌年9月20日

Ｔ／年

件／年

認定日　　　　平成２６年　１月２８日

11,259資機材置場面積 - - 5,600 - - 14,926

認定日　　　　平成２４年１１月３０日

受給開始日　平成２６年　９月１０日

認定日　　　　平成２５年１０月　２日

受給開始日　平成２７年　６月１５日

売上高（工事含む）

認定日　　　　平成２７年　２月１２日

年　　度

太陽光発電事業

過去５年間の環境負荷の実績

認証・登録

年　　度

百万円／年

受給開始日　平成２５年　３月２８日

受給開始日　平成２７年　８月２８日

認定日　　　　平成２８年　２月２５日

受給開始日　平成２９年　２月２４日

17,147

倉庫床面積

駐車場面積

名

面　　積　（㎡）

事務所床面積

工場面積

71,524

工事件数

生産量（再生骨材を含む砕石製品）

全従業員

項　　目

項　　目

二酸化炭素の排出量

廃棄物の排出量

水の使用量、排水量

従業員（名）
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2 受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等

（１）産業廃棄物

○ 収集運搬量、処理量等をご記入ください。

（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量

t 36,046.20

t

t

t

t 36,046.20

（ⅱ） 中間処理

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

がれき類 破砕 t 90,394.21

t

t

t

がれき類 破砕・選別後路盤材化 t 90,074.80

t

t

t

t 90,074.80

t 90,394.21

（ⅲ）最終処分

処理方法等 単位 処分量

t 0.00

t

t

t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

t

t

t

t

t

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等

がれき類 路盤材として再生利用（売却） t 81,081.00

t

t

t

t 81,081.00

t 81,081.00

合計

廃棄物の種類

がれき類

合計

廃棄物の種類

中間処理

う

ち

再

資

源

化

等

合計

小計

合計

中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

最

終

処

分

小計

中

間

処

理

（

再

資

源

化

等

） 小計
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補足情報

　料金の提示方法

　・収集運搬業

収集運搬料金につきましては種類、量、距離により計算いたします。

当社営業部（TEL　０７７－５５３－５１６８）まで御相談下さい。

無料にてお見積もりいたします。

　・処分業

処理料金につきまして種類、量により計算いたします。

当社営業部（TEL　０７７－５５３－５１６８）まで御相談下さい。

無料にてお見積もりいたします。

　環境保全技術に関する資格取得状況

　・公害防止管理者（一般粉じん）　　　　　　 5名

　・技術管理者　　　　　　　 1名

　産業廃棄物関係講習会の受講状況

　・講習会の名称： 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の

許可申請に関する講習会（更新）

　・実施者　　　　 ：　　　　　（財）日本産業廃棄物処理振興センター

　【産業廃棄物の収集・運搬課程】

　・修了日　　　　 ：　　　　　２０１９年　８月　２日

　・修了者数　　  ： １　名

　・修了証番号　 ： 第　５１９０５００２１　号

　【産業廃棄物の処分課程】

　・修了日　　　　 ： ２０１５年　７月　３日

　・修了者数　　　： １　名

　・終了証番号　 ： 第　６１５１３８０４１　号

　地域融和

　当社の施設見学につきましては、当社の丸塚事業所に直接ご連絡下さい。

　担当者が施設案内をいたします。

　お問い合わせはこちらから　　電話（０７７）５５３－２５５１
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中長期

年度
2020年
(50期)

2022年  (52期) 2023年 (53期)

単位 （基準値） （目標値） （目標値）

％ 100% 99.75% 99.75%

消費量 330,929 330,102 330,102

(kg-CO₂) 138,328 137,983 137,983

％ 100% 99.75% 99.75%

消費量 31,026 30,948.3 30,948.3

(kg-CO₂) 71,980 180.0 180.0

％ 100% 99.50% 99.50%

消費量 37,532 37,345 37,345

(kg-CO₂) 44,378 44,156 44,156

％ 100% 99.75% 99.75%

消費量 260,863 260,211 260,211

(kg-CO₂) 673,028 671,345 671,345

％ 100% 99.75% 99.75%

消費量 1,305 1,302 1,302

(kg-CO₂) 3,249 3,241 3,241

％ 100% 99.70% 99.70%

(kg-CO₂) 930,963 856,905 856,905

100% 99.75% 99.75%

(ｔ/年) 3.159 3.151 3.151

％ 100% 99.75% 99.75%

(ｔ/年) 0.248 0.248 0.248

％ 100% 99.50% 99.50%

(㎥/年) 1,058 1,053 1,053

％ 100% 100% 100%

(拡大/年) 12 12 12

件数 12 12 12

(以上/年) 12 12 12

Ｋｗｈ

発電量 5,112,276

　当社は、2010年11月より環境活動に取り組んでいます。2020年度の実績結果を基準値として、2021年度の目標を下記の通り設定していま
す。　尚、このレポートでは、2021年10月から2022年9月までの運用実績について取りまとめました。

方針 取組項目

（目標値） （実績値） 削減率は対目標値

電気使用量や燃料の削減
に努め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組みま
す。

目標の説明・補足事項

1　　購入電力の排出係数は、0.418kg-CO₂/kWhとする。（関西電力2017年度調整後排出係数）

2　　産業廃棄物の削減では、混合廃棄物の分別による削減に取り組む

3　　水使用量については、各事務所、作業所における水使用量の削減について実施する

4　　上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取り組む

2021年（51期）

103.15%

30,948 31,923

71,800 74,062

軽油消費量の削減
（単位：L）
建設現場

99.50% 37.15%

37,345 13,874.0

ガソリン消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

99.75%

44,156 35,794.0

電力消費量の削減
(kWh)
各事務所

99.75% 114.80%

330,102 378,954.0

137,983 158,402.8

833,078

灯油消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

99.75% 120.92%

1,302 1,574.0

3,241 3,919.3

軽油消費量の削減
（単位：L）
各事務所

99.75% 124.09%

260,211 322,898

671,345

節水に努め使用量を減ら
すと共に、排水による汚
濁・汚染を防止します。

事業所利用水の節水
（単位：㎥）

99.50% 66.97%

1,053 705.0

二酸化炭素排出量の削減

99.70% 119.03%

928,525 1,105,255.4

発生する廃棄物は分別リ
サイクルを推進し、適正に
管理処理し全体廃棄物量
を削減していきます。

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）一般廃棄物
各事務所
可燃ごみ

99.75% 67.31%

3.151 2.121

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）産業廃棄物
各事務所
プラスチックごみ

99.75% 80.78%

0.248 0.200

環境教育を推進し地域環
境保全活動及び交流を積
極的に行います。

地域の美化活動に参加す
る。

12 12

12 12

環境負荷の低減に配慮し
た事業活動を積極的に展
開していきます。

環境配慮施工の拡大
建設現場

100% 100%

12 12

太陽光発電事業におい
て、発電能力の最大化に
努めていきます。

発電量の維持 - - -

5,233,868

3　 環境経営目標とその実績

9



取組項目

電力消費量の削減
(kWh)
各事務所

ガソリン消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

軽油消費量の削減
（単位：L）
建設現場

軽油消費量の削減
（単位：L）
各事務所

灯油消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）一般廃棄物
各事務所
可燃ごみ

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）産業廃棄物
各事務所
プラスチックごみ

事業所利用水の節水
（単位：㎥）

環境配慮施工の拡大
建設現場

地域の美化活動に参加す
る。

発電量の維持

　　取組の紹介やアピール事項などを記載します。

　環境経営方針及び削減目標数値と実施数値の比較を掲示することで、
　全従業員が、環境経営理念・環境経営方針を理解し環境経営目標に対し積極的に取り組みます。

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季2８℃±１℃）
④暖房をストーブからエアコンに切替えることの奨励

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

建設：桐畑昌広

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

本社：奥村忠宏
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

① ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃）
② 暖房をストーブからエアコンに切替えることの奨励

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

方針 活動計画の内容 責任部門・担当者

廃棄物
① 使用済みコピー用紙を再利用する。
② 無駄な資機材を購入しない。
③ 廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する。（廃品回収への協力や回
収業者に持ち込む。）
※各事務所、建設現場の燃えるごみ

4　　環境経営活動計画

電気使用量や燃料の削減
に努め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組みま
す。

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ 環境に配慮した丁寧な稼働

発生する廃棄物は分別リ
サイクルを推進し、適正に
管理処理し全体廃棄物量
を削減していきます。 廃棄物

① 無駄な資機材を購入しない。
② 廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する。（廃品回収への協力や回
収業者に持ち込む。）
※各事務所、建設現場の不燃物ごみ

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

節水に努め使用量を減ら
すと共に、排水による汚
濁・汚染を防止します。

① 水洗トイレの水使用量を減らす。
② 水を流しながらの洗い物はしない。
③ 漏水個所の見回り点検

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子

① エコフォスター活動に参加する。

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子

太陽光発電事業におい
て、発電能力の最大化に
努めていきます。

① パネルに影を作らない様に回りの草刈りをする。
② パネルにゴミ枯葉が付いていないか点検する。

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

環境負荷の低減に配慮し
た事業活動を積極的に展
開していきます。

① 新ｴﾈﾙｷﾞｰを使用し、環境配慮施工を増やす。 建設：北川弘和

環境教育を推進し地域環
境保全活動及び交流を積
極的に行います。
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％

消費量

(kg-CO₂)

％

消費量

(kg-CO₂)

％

消費量

(kg-CO₂)

％

消費量

(kg-CO₂)

％

消費量

(kg-CO₂)

％

(kg-CO₂)

％

(ｔ/年)

％

(ｔ/年)

％

(㎥/年)

％

(拡大/年)

件数

(件/年)

Ｋｗｈ

発電量

330,102

137,983

99.75%

30,948

71,800

方針 取組項目 年度

2021年（51期）

（目標） （実績）

灯油消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

120.92%

1,105,255.4

1,574.0

35,794.0

電力消費量の削減
(kWh)
各事務所

114.80%

378,954.0

158,402.8

ガソリン消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

103.15%

31,923.0

74,061.7

99.75%

工場稼働の増加が更なる効率化を求める

遠方の現場が多いことによるが効率的な運行を

現場の特性により大きく減少

工場業務量の増加に伴う消費増も更なる効率化
を求める

積極的にすること

維持すること
太陽光発電事業におい
て、発電能力の最大化に
努めていきます。

発電量の維持

5,233,868

環境教育を推進し地域環
境保全活動及び交流を積
極的に行います。

地域の美化活動に参加す
る。

節水に努め使用量を減ら
すと共に、排水による汚
濁・汚染を防止します。

事業所利用水の節水
（単位：㎥）

環境負荷の低減に配慮し
た事業活動を積極的に展
開していきます。

環境配慮施工の拡大
建設現場

12

12

12

12

-

12.0

66.97%

705.0

100%

12

99.75%

3.151

取組の評価

発生する廃棄物は分別リ
サイクルを推進し、適正に
管理処理し全体廃棄物量
を削減していきます。

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）一般廃棄物
各事務所
可燃ごみ

5　 環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）産業廃棄物
各事務所
プラスチックごみ

3,919.3

二酸化炭素排出量の削減

119.03%

928,525

電気使用量や燃料の削減
に努め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組みま
す。

軽油消費量の削減
（単位：L）
各事務所

124.09%

322,898.0

833,077.6

軽油消費量の削減
（単位：L）
建設現場

37.15%

13,874.0

99.75%

0.248

99.50%

1,053

100%

99.50%

37,345

44,156

99.75%

260,211

671,345

99.70%

99.75%

1,302

3,241

67.31%

2.121

80.78%

0.200

工事現場の数が多いことが原因であるが削減の
意識をもつこと

達成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現
場の数、業務量共に多いが分別の意識が出てい

る

節水に取り組んでいる結果が出ている

引き続き意識すること
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取組項目

電力消費量の削減
(kWh)
各事務所

ガソリン消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

軽油消費量の削減
（単位：L）
建設現場

軽油消費量の削減
（単位：L）
各事務所

灯油消費量の削減
（単位：L）
各事務所・建設現場

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）一般廃棄物
各事務所
可燃ごみ

分別及びリサイクルの推
進（単位：ｔ）産業廃棄物
各事務所
プラスチックごみ

事業所利用水の節水
（単位：㎥）

環境配慮施工の拡大
建設現場

地域の美化活動に参加す
る。

発電量の維持

環境教育を推進し地域環
境保全活動及び交流を積
極的に行います。

① エコフォスター活動に参加する。

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子

太陽光発電事業におい
て、発電能力の最大化に
努めていきます。

① パネルに影を作らない様に回りの草刈りをする。
② パネルにゴミ枯葉が付いていないか点検する。

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

次年度の取組内容

発生する廃棄物は分別リ
サイクルを推進し、適正に
管理処理し全体廃棄物量
を削減していきます。

廃棄物
① 使用済みコピー用紙を再利用する。
② 無駄な資機材を購入しない。
③ 廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する。（廃品回収への協力や回
収業者に持ち込む。）
※各事務所、建設現場の燃えるごみ

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

廃棄物
① 無駄な資機材を購入しない。
② 廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する。（廃品回収への協力や回
収業者に持ち込む。）
※各事務所、建設現場の不燃物ごみ

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

節水に努め使用量を減ら
すと共に、排水による汚
濁・汚染を防止します。

① 水洗トイレの水使用量を減らす。
② 水を流しながらの洗い物はしない。
③ 漏水個所の見回り点検

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子

環境負荷の低減に配慮し
た事業活動を積極的に展
開していきます。

① 新ｴﾈﾙｷﾞｰを使用し、環境配慮施工を増やす。 建設：北川弘和

電気使用量や燃料の削減
に努め、二酸化炭素排出
量の削減に取り組みま
す。

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季2８℃±１℃）
④暖房をストーブからエアコンに切替えることの奨励

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ 環境に配慮した丁寧な稼働

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

建設：桐畑昌広

本社：奥村忠宏
建設：桐畑昌広

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

① ストーブの温度管理（冬季2０℃±１℃）
② 暖房をストーブからエアコンに切替えることの奨励

本社：奥村忠宏
営業：奥村 　治
建設：北川弘和

丸塚：菱田由紀子
信楽：北崎佐登志

方針 活動計画の内容 責任部門・担当者
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遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

建設副産物適正処理推進要網 遵守

遵守

遵守

自動車リサイクル法 遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

7　　 代表者による全体の評価と見直し・指示結果

　　代表者による全体の評価と見直し・指示結果

業務量に大きく左右される業種ではあって、燃料の使用量、水道料も大きくなってしまう。しかし、高い意識で分
別、リサイクル、効率的運用を行うことで、環境の負荷は減ることができる。今後とも一層の環境意識を持ち、負荷
の軽減に努めること。
取組には問題は無く、環境経営方針、環境経営目標・計画及び実施体制は継続するものとし、見直しは行わな
い。

環境関連法規への違反、訴訟はありません。

又、過去３年間に関係当局からの違反等の指摘はありません。

当社に適用される法規制等と遵守状況

6　　 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

浄化槽の維持管理

廃自動車のリサイクル券、適正廃棄

家電リサイクル法 家電リサイクル券、適正廃棄

法規制等の名称 該当する要求事項

廃棄物処理法

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出（マニフェスト交付・保管、契約締結、適正保管、分別
等）

受託建設副産物の適正処分（マニフェスト保管、契約締結、帳簿保管、処分量報告等）

建設ﾘｻｲｸﾙ法 建設副産物の再資源化

大気汚染防止法
施設の届出、事故時の措置、知事への報告等、特定工事での特定建設材料の使用の有無の事
前調査、報告、掲示、作業記録の作成・保存

注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結果に基づき記載します。

資源有効利用促進法 パソコン等の再資源化

騒音規制法 対象特定施設の届出、規制値の遵守

振動規制法 対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

フロン排出抑制法 第1種特定製品の点検・記録の保存と適正廃棄

消防法 対象危険物保管の届出

公害防止管理者法 公害防止管理者（含む代理者）、公害防止統括者（含む代理者）の選任及び届出

水質汚濁防止法 事故時の応急措置と届出（油流出等）

対象建設工事の再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画書の作成及び報告

建設機械に関する技術指針 対象建設工事の国等の公共事業への排出ガス対策型建設機械の使用義務

浄化槽法
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